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2018（平成30）年度－2020年度
厚木市
厚木市障がい者福祉計画（第５期）
厚木市障害福祉計画（第5期）・厚木市障害児福祉計画（第１期）

すべての人がともに
生きるまちづくり
～地域包括ケア社会の実現に向けて～

　計画策定の趣旨　（Ｐ5～16）
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１　計画策定の背景と課題
・障がいや障がい者に対する理解の不足
・障がいを理由とする差別解消の推進
・本人が望む地域生活の実現
・就労や社会参加の機会の確保
・地域ぐるみの様々な支援が受けられる仕組みづくり

2　計画の位置付けと性格
　　障がい者福祉計画は、障害者基本法第11条第３項に規定する市町村障害者計画で、福祉分野の各個別計画と理念を共有し、本市における障がい者福祉の基本的な計画として位置付けられます。
また、障害者総合支援法第88条第１項に規定する市町村障害福祉計画及び児童福祉法第33条の20第１項に規定する市町村障害児福祉計画を包含した計画となっています。
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３　計画の期間
団塊の世代が75歳を迎える2025年を見据え、「地域包括ケア社会」の理念の明確化と、地域福祉を取り巻く環境の変化に対応するため、2018（平成30）年度から2020年度までの３年計画とします。

４　計画の対象者
（１）「身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む。）その他の心身の機能の障害（以下「障害」と総称する。）がある者であって、障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるもの」（障害者基本法第２条）
（２）「自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢において発現するもの」（発達障害者支援法第２条）の他、高次脳機能障がいや難病（治療方法が確立していない疾病等）により、日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける方

５　計画の推進体制
（１）厚木市保健福祉審議会　保健、医療、福祉などの分野の代表者及び一般公募で選出された方で構成
（２）厚木市障害者協議会　行政、民間事業者、当事者など障がいに関わる人々が対等の立場で、事例検討、
意見交換及び情報共有を行う場
（３）地域住民・民間事業者・ボランティア団体などとの協働
[image: ]（４）国・県・近隣市町村との連携
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1　障がい者（障害者手帳所持者）の状況と人口割合の推移　　
障がい者は年々増加しており、2025年では、1995（平成7）年からの30年間で約３倍になると推計しています。また、障がい者における65歳以上の高齢者の割合は約半数を占め、今後も増加することが見込まれます。

障がい者（障害者手帳所持者）の状況と人口割合の推移推計



（人）
（％）

資料　厚木市障がい者数統計、推計については厚木市人口ビジョンにおける将来展望
※　各年10月1日現在（平成７年、平成12年は４月１日現在）
※　障害者手帳は、障がいのある人が取得できる手帳で、一般に身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳の総称
※　障がい者数は、正確な数値を捉えることが不可能なため、それぞれの障害者手帳所持者の合計から
重複の人数を除いた数とします。
※　高齢者数は平成25年度からの統計値
232人
149人
564人
20人

２　障がい児の状況
障がい児は、17歳以下の市内人口35,148人のうち965人（2.7％）となっています。障がい種別にみると知的障がい児が最も多くなっていますが、発達の遅れ等により、障がいの手帳を取得しないで児童通所支援を利用している人もいます。
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	厚木市障がい者福祉計画	

[image: C:\Program Files\Microsoft Office\MEDIA\OFFICE14\Lines\j0115876.gif]　計画の目指す姿と全体像　（Ｐ37～44）

将来像
基本目標
基本理念






基本理念１
障がいを身近なものとして理解できるまちづくり
基本目標１
全ての人が分け隔てられることのないまち




誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを
人生の最期まで続けることができる地域包括ケア社会










基本理念２
障がい者が自らの意思で暮らし方を決定できるまちづくり
基本目標２
自分らしく生きることができるまち












基本理念３
誰もが共に生きる地域の一員であることを理解できるまちづくり

基本目標３
地域で支え合う共生のまち
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達成された姿
（2025年）
施策の方向





障がい・障がい者への理解が深まり、差別が解消され、誰もが尊重されている。
１　障がい者理解の促進



２　権利擁護の推進
全ての障がい者の人権が尊重され、自分らしい生活を送ることができる。　




３　相談支援体制の充実
困ったときには、身近な場所で気軽に相談することができる体制が整っている。



４　一貫した療育支援体制の確立
地域で切れ目のない一貫した療育支援が受けられている。




５　多様な就労支援
一人一人に合った就労支援により、多様な働き方ができている。



６　社会参加の促進
地域や社会の様々な活動に参加しやすい環境が整っている。



７　日常生活を支えるサービスの充実
住み慣れた地域で、安心して生活できるサービスが整っている。



８　健康・医療の充実
障がいの原因となる疾病や重度化の予防が図られている。



９　災害時支援体制の強化
災害時に必要な避難等の支援が受けられている。



支援が必要な人を早期に発見し、適切な支援が図られるネットワークがある。
10　地域をつなぐネットワークの構築




11　地域における人材等の創出と活用
地域ぐるみの様々な生活支援が活発に行われ、身近な支援者が増えている。
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全ての人が分け隔てられることのないまち
基本目標１



	施策の方向１
	障がい者理解の促進

	①　障がい者理解を広めるための普及活動
②　障がい者理解を深めるための啓発活動
③　交流及び共同学習の推進

	施策の方向２
	権利擁護の推進

	①　行政サービスにおける合理的な配慮の充実
②　権利擁護に関する相談窓口の充実
③　障がい者虐待の防止
④　成年後見制度の普及・啓発


自分らしく生きることができるまち
基本目標２


	施策の方向３
	相談支援体制の充実

	①　地域の相談支援体制の充実

	施策の方向４
	一貫した療育支援体制の確立

	①　発達に不安を感じた段階からの支援
②　学校生活期における支援の充実
③　医療的ケアを必要とする重症心身障がい児への支援

	施策の方向５
	多様な就労支援

	①　地域の就労支援体制の構築
②　企業や障害者就労施設等への支援

	施策の方向６
	社会参加の促進

	①　外出支援の充実
②　手話通訳者及び要約筆記者の養成

	施策の方向７
	日常生活を支えるサービスの充実

	①　地域生活支援の充実
②　介護職の人材確保支援

	施策の方向８
	健康・医療の充実

	
	①　障がいの予防と健康増進に向けた取組の充実
②　医療制度の充実
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地域で支え合う共生のまち

基本目標３


	施策の方向９
	災害時支援体制の強化

	①　地域の防災ネットワークづくり
②　自分でできる事前対策の促進

	施策の方向10
	地域をつなぐネットワークの構築

	①　地域による見守り活動の充実
②　障がい者相談支援センターと地域包括支援センターの連携による総合相談支援の充実

	施策の方向11
	地域における人材等の創出と活用

	①　支援の担い手の養成と活動支援
②　地域での支え合う仕組づくりの支援





　障害福祉サービス量等の見込み
〔障害福祉計画・障害児福祉計画〕　（Ｐ77～110）
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１　計画の方針
計画の将来像である「誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができる地域包括ケア社会」を目指していくためには、サービスを必要とされる方に適正なサービスが提供されるようサービス基盤整備を図る必要があります。
１「障がい者福祉計画における施策の展開」の取組方針を踏まえたサービス基盤整備を行います。



２　重症心身障がいや重度の自閉症の方、医療的ケアを必要とする方が利用できるようなサービス体制を促進します。



３　障がいのある子どもやその家族に対する継続的な相談支援を行うため、障害児相談支援の利用を促進します。



４　第４期計画の実績に基づき、課題の整理を行い、一人当たりのサービス量、利用者数の推移を総合的に勘案しながら、成果目標及びサービス量などを見込みます。
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厚木市障がい者福祉計画（第５期）　概要版
平成30年３月
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編　集　福祉部　障がい福祉課
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障がい者人口	
1995年
（平成７）	2000年
（平成12）	2005年
（平成17）	2010年
（平成22）	2015年
（平成27）	2020年	2025年	2040年	3568	4636	6046	7701	8703	9608	10593	12204	うち高齢者数	
1995年
（平成７）	2000年
（平成12）	2005年
（平成17）	2010年
（平成22）	2015年
（平成27）	2020年	2025年	2040年	4202	4766	5472	6182	人口割合	
1995年
（平成７）	2000年
（平成12）	2005年
（平成17）	2010年
（平成22）	2015年
（平成27）	2020年	2025年	2040年	1.7102292608339282	2.1327788231072509	2.7184885095974427	3.4315123429284373	3.8557643743852843	4.1935638745946324	4.660770855332629	5.1506197539205605	5.6404686525084919	



image1.png




image2.jpeg




image3.jpeg




image4.gif




image5.jpg
EATRAE
BRI R B

EAHE#SE BEAMEANVE
REEULHE EALETE

EATAERBER EATREEEHE
R EATESREHE

B0 i
U RRE B P 3

<
mo
2
T8
[ 3
iz
&

EATHAB TR A IBUADEL I YEH





image6.png




image7.png
FHRARFR
&
24.0%

FEEED
LJE

2.1%

fail:alicen
L2

58.4%





image8.png
FHRARFR
&
24.0%

FEEED
LJE

2.1%

fail:alicen
L2

58.4%





image9.png




image10.png




image11.png




image12.png




